



























い体験を 2017 年度、2018 年度に実施した。キャリア総
合選択授業とは、中学生のキャリア発達の促進を図るた
めの教育課程として 2 年生・3 年生を対象に設定されて
おり、社会的自立に向けて育成すべき基礎的・汎用的
能力と関連づけた選択授業である。毎年 5 月から 10 月
まで（夏季休業を除く）の火曜日の 3 校時（10：50 ～
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とした A 項目として以下の５つ、A １）進みたい学校
について A ２）就きたい職業について A ３）住みたい








































は 2017 年度における事前調査 16 名、事後調査 13 名の


































ついて A ２）就きたい職業について A ３）住みたい場
所について A ４）将来の結婚相手について A ５）将来
の子育てについて「よく考える」か否かの回答を用いて



















は 23.1% と 16 ポイント程度増加している。また、子育
てについては「よく考える」には変化が見られなかった







心とした B 項目として、B １）小さな子どもに興味が
ある B ２）子どもを育てることは、やりがいのある仕









































の A項目について、キャリア項目である A１）進みたい学校について A２）就きたい職業について A
３）住みたい場所について A４）将来の結婚相手について A５）将来の子育てについて「よく考える」










について「よく考える」としたものは事前には 7.7%であったのが事後には 23.1%と 16 ポイント程度増
加している。また、子育てについては「よく考える」には変化が見られなかったが「時々考える」が









全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 0.0% 15.4% 38.5% 46.2%
実践後 7.7% 0.0% 46.2% 46.2%
実践前 7.7% 7.7% 53.8% 30.8%
実践後 7.7% 0.0% 61.5% 30.8%
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 0.0% 7.7% 38.5% 53.8%
実践後 0.0% 30.8% 30.8% 38.5%
実践前 0.0% 7.7% 53.8% 30.8%





























10 と て示した。カイ二乗検定の結果、事前・事後のクロス表は 2017 年度 2018 年度とも統計的に有
意であることは確認できなかった。 
表７に見られるように、育児や乳幼児そのものに対する関心は実践前も総じて高い。「小さな子ども
に興味がある」は「そう思う」とした者の割合は 2017 年度、2018 年度ともに 69.2%となっており、
「赤ちゃんが好き」も同様に 76.9%であった。事後には「小さな子どもに興味がある」が 69.2%、「赤











全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 7.7% 53.8% 15.4% 23.1%
実践後 30.8% 23.1% 23.1% 23.1%
実践前 15.4% 46.2% 30.8% 7.7%
実践後 7.7% 46.2% 30.8% 15.4%
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 30.8% 46.2% 15.4% 7.7%
実践後 46.2% 23.1% 7.7% 23.1%
実践前 23.1% 61.5% 7.7% 7.7%
実践後 15.4% 53.8% 7.7% 23.1%
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 15.4% 46.2% 38.5% 0.0%
実践後 7.7% 30.8% 30.8% 30.8%
実践前 7.7% 61.5% 15.4% 15.4%





























10 として示した。カイ二乗検定の結果、事前・事後のクロス表は 2017 年度 2018 年度とも統計的に有
意であることは確認できなかった。 
表７に見られるように、育児や乳幼児そのものに対する関心は実践前も総じて高い。「小さな子ども
に興味がある」は「そう思う」とした者の割合は 2017 年度、2018 年度ともに 69.2%となっており、
「赤ちゃんが好き」も同様に 76.9%であった。事後には「小さな子どもに興味がある」が 69.2%、「赤











全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 7.7% 53.8% 15.4% 23.1%
実践後 30.8% 23.1% 23.1% 23.1%
実践前 15.4% 46.2% 30.8% 7.7%
実践後 7.7% 46.2% 30.8% 15.4%
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 30.8% 46.2% 15.4% 7.7%
実践後 46.2% 23.1% 7.7% 23.1%
実践前 23.1% 61.5% 7.7% 7.7%
実践後 15.4% 53.8% 7.7% 23.1%
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 15.4% 46.2% 38.5% 0.0%
実践後 7.7% 30.8% 30.8% 30.8%
実践前 7.7% 61.5% 15.4% 15.4%
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全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 7.7% 53.8% 15.4% 23.1%
後 30.8% 23.1% 23.1% 23.1%
前 15.4% 46.2% 30.8% 7.7%
後 7.7% 46.2% 30.8% 15.4%
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 30.8% 46.2% 15.4% 7.7%
後 46.2% 23.1% 7.7% 23.1%
前 23.1% 61.5% 7.7% 7.7%
後 15.4% 53.8% 7.7% 23 1
2017年度（n=13）
2018年度（n=13）
全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 15.4% 46.2% 38.5% 0.0%
後 7.7% 30.8% 30.8% 30.8%
前 7.7% 61.5% 15.4% 15.4%






全く考えない あまり考えない 時々考える よく考える
実践前 0.0% 30.8% 30.8% 38.5%
実践後 0.0% 30.8% 38.5% 30.8%
実践前 0.0% 7.7% 38.5% 53.8%











2018 年度ともに 69.2% となっており、「赤ちゃんが好き」
も同様に 76.9% であった。事後には「小さな子どもに
興味がある」が 69.2%、「赤ちゃんが好き」が 2017 年度
















































が認められた （ r = .613 p < . 01）。また、「将来、親となっ
て子どもを育てたい」と「将来、自分が親になることな
んて、考えたこともない」には負の相関が認められた（ 









































この３項目について 2017 年度および 2018 年度の事前データを用いて相関分析を行ったところ、「将
来、親となって子どもを育てたい」と「子どもがいる家庭は、子どもがいない家庭よりも楽しいと思
う」には正の相関が認められた （ r = .613 p < . 01）。また、「将来、親となって子どもを育てた
い」と「将来、自分が親になることなんて、考えたこともない」には負の相関が認められた（ r = 










実践前 76.9% 69.2% 76.9% 69.2%
実践後 69.2% 76.9% 84.6% 69.2%
実践前 84.6% 46.2% 76.9% 69.2%




















実践前 30.8% 7.7% 38.5% 23.1% 0.0%
実践後 15.4% 38.5% 30.8% 0.0% 15.4%
実践前 0.0% 30.8% 30.8% 23.1% 15.4%








実践前 0.0% 0.0% 15.4% 15.4% 69.2%
実践後 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 84.6%
実践前 7.7% 0.0% 0.0% 38.5% 53.8%



































この３項目について 2017 年度および 2018 年度の事前データを用いて相関分析を行ったところ、「将
来、親となって子どもを育てたい」と「子どもがいる家庭は、子どもがいない家庭よりも楽しいと思
う」には正の相関が認められた （ r = .613 p < . 01）。また、「将来、親となって子どもを育てた
い」と「将来、自分が親になることなんて、考えたこともない」には負の相関が認められた（ r = 










実践前 76.9% 69.2% 76.9% 69.2%
実践後 69.2% 76.9% 84.6% 69.2%
実践前 84.6% 46.2% 76.9% 69.2%




















実践前 30.8% 7.7% 38.5% 23.1% 0.0%
実践後 15.4% 38.5% 30.8% 0.0% 15.4%
実践前 0.0% 30.8% 30.8% 23.1% 15.4%








実践前 0.0% 0.0% 15.4% 15.4% 69.2%
実践後 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 84.6%
実践前 7.7% 0.0% 0.0% 38.5% 53.8%







なって子どもを育てたいは「そう思うーそう思わない」の全 を表９、表 10 として以下に示した。他






















倉持・堀内 20 1、鎌野・伊藤 2010） 。 
( を いつくしみ、育もうとする心性であり，幼少期から生涯にわた
うかに限らず誰もが持つ特性)の形成過程において親となる以前から
( 木 2 07:17)を意味しており、乳幼児との触れ合い体験の成果測る基準
。 
2017 および 2018 年度の事前データを用いて相関分析を行ったところ、「将
」と「子どもがいる家庭は、子どもがいない家庭よりも楽しいと思
 （ r = .613 p < . 01）。また、「将来、親となって子どもを育てた
となんて、考えたこともない」には負の相関が認められた（ r = 










実践前 76.9% 69.2% 76.9% 69.2%
実践後 69.2% 76.9% 84.6% 69.2%
前 84.6% 46.2% 76.9% 69.2%




















実践前 30.8% 7.7% 38.5% 23.1% 0.0%
実践後 15.4% 38.5% 30.8% 0.0% 15.4%
実践前 0.0% 30.8% 30.8% 23.1% 15.4%








実践前 0.0% 0.0% 15.4% 15.4% 69.2%
実践後 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 84.6%
実践前 7.7% 0.0% 0.0% 38.5% 53.8%
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実践前 76.9% 69.2% 76.9% 69.2%
実践後 69.2% 76.9% 84.6% 69.2%
実践前 84.6% 46.2% 76.9% 69.2%




















実践前 30.8% 7.7% 38.5% 23.1% 0.0%
実践後 15.4% 38.5% 30.8% 0.0% 15.4%
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実践前 0.0% 0.0% 15.4% 15.4% 69.2%
実践後 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 84.6%
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を組み合わせた学習効果は見られるのかどうかについて、2017 年度度および 2018 年度度に授業を選択






































図１ 親性準備性得点の変化（2017 年度） 
 
 





















事前 事後図 2　親性準備性得点の変化（2018 年度）
  
 
図１ 親性準備性得点の変化（2017 年度） 
 
 

























ついては、2017 年度 2018 年度ともに、事前よりも事後
において得点が低くなる傾向が示唆されている。これに
ついてはデータの制約もあり分析を深めることが困難
であったが、一つの可能性として記述をしておきたい。
もう一つ考慮する必要があるのは、中学生であって
も育児経験がある場合、乳幼児との触れ合い体験によっ
て親の育児責任を強く認識するようになるとの知見で
あろう（佐藤 2004）。キャリア総合選択授業「家族と地
域について考えよう（家庭科）」は選択授業であるため、
乳幼児との接点をもともと持っている生徒が多かった。
このため育児の楽しさよりも親の責任に対する認識を
強め、その結果、親性準備性の低下を招いたという可能
性もあるだろう。
今回の分析から、育児の厳しさや辛さを知ったために
親性準備性が低くなりながらも、乳幼児や育児への関心
を高く維持している、という本実践の効果を推定するこ
とができるように思われる。
乳児との触れ合い体験学習やいのちの学習（思春期保
健）を中心に中学生の親性準備性の学習効果を考察した
先行研究によれば、人とのつながりによる共感された体
験が重要であり、体験学習を通じて乳児とその母親に
対する共感を学ぶことに意義があるという（伊藤 2019、
藤原 2019）。事前学習と相互評価を挟みながら中学生が
「かとう GENKi」を３―４回訪問するという反復・継続
を主軸とした本実践では、乳幼児とただ触れ合うだけで
なく、保護者との関係を深める、個別のつながりを持つ
という経験が生まれることがめざされている。このた
め、単発の触れ合い体験では親性準備性を高める効果が
期待されている保護者への共感という学びが、さらに一
歩進み、自分未熟さを認識するまでに至ったのかもしれ
ない。中学生の発達段階を踏まえれば、この認識を起点
として親への感謝や地域のつながりの大切さ、主体的な
行動の大切さといったさらなる学びへつなげることが
可能になるであろう。
5 ．今後の課題
子育て支援施設とキャリア総合選択授業を組み合わ
せた形での反復・継続を主軸とした乳幼児の触れ合い体
験は、乳幼児への高い関心を維持しながら子育ての厳し
さを理解するという効果が期待できることが、本稿から
は示唆された。他方、１）選択授業であるために日常的
に乳幼児と触れ合っている経験を持つ生徒が集まって
しまう、２）選択授業であるためにサンプル数が少なく
なる、という課題を抱えており、検定・推定に限界が出
ているというのが本稿の課題である。また、選択科目
としての受け入れ人数を多くすると子育て支援施設の
キャパシティを超えてしまい、安全管理など別のリスク
が生じてくる。適切な学習機会と効果測定のバランス
という問題は、酒井がすでに指摘していた学校、地域、
行政、市民が連携する『子育て体験学習』の仕組み作り
という乳幼児との触れ合い学習の課題を改めて浮き彫
りにしたと言える。
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